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編集◆革新チャレンジ委員会 平成23年 8月 10日
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～未来に向かって挑戦～

会長

JJヽ本木 皐霧不ロ

基 本 方 針
311に発生した東北関東大震災は、 リーマンショッ

クか ら漸 く立ち直 りかけていた 日本経済に大きな打撃

を与え、われわれ地方の中小企業にも厳 しい経営環境

を強いる結果を招きました。 こうした状況下、私たち

が東北地方の復興を応援 し、そ してまた、地域の経済

発展を支え豊かな郷土を築いていく為には、何よりも

まずメンバー個々の企業の発展が肝要です。

今の状況を時代や環境のせいにして嘆くばか りでは

何 も変わ りません。若き経済人であるYEGメ ンバー

自らが果敢に革新に取 り組み、新 しい時代に相応 しい

形に企業を変革させることが現状打破に繋が ります。

新 しい挑戦を成功させるには、多 くの人たちと繋が

りを持ち、多種多様な考え方や捉え方を研鑽 しあいな

が ら学ぶ ことが大変重要になって くると思います。是

非『YEG』 の様々な活動に参加 し、自分の企業の未来

の夢を描き実現させる為、自らのスキルUPを図るパ

ーツ(知識 。人脈・様々な気付き)を集めてください。集

めたパーツを集大成すれば、各企業の夢の実現化に向

けて大きな力になると思います。

そして各企業が元気になれば、その元気を地域に還

元することで必ず地域は活力を取り戻してくるはずで

すし、各地域の元気が集まれば東北地方復興の支えに

もなります。

若者は若者らしく時代に流されるのではなく、呆敢

に時代の変化へ、そして未来の夢に向かって挑戦で

す。主役は誰でもない「あなた自身」なのです。

『Challenge to the futurel』 今こそ大きな一歩を踏

み出す時。

多くのYEGの仲間と勇気を持つて、さあ、未来への

挑戦、始めましょう !

0会員相互の研鑽、親睦、交流

②「企業」経営者としての意識の変革と資質の向上

0地元「地域経済」社会の飛躍と活性化

④ 他団体・他地域との親睦・交流
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今期、小林会長のもと副会長を務めさせて頂く

大月醤

'由

醸造の大月です。

私の担当委員会は、革新チャレンジ委員会で

す。井上委員長 |よ行動派で非常にやり手の方であ

ります。やる気満々の井上委員長をお手伝いしな

がら、会員の皆様が青年部を通じて活発に活動で

きるよう、また自分自身も楽しみながらこの 1年

間役害」を全うしたいと思つております。

みなさんどうぞよろしくお願いします。

今年度、副会長を務めさせて頂く(有)中山精肉

店の中山です。担当は“絆"委員会です。

小林会長のスローガン「Challenge to the

future l」を踏まえ田原委員長、岡本・堀江副委員

長やメンバーの皆さんと共に活動していきたいと

思いますので 1年間どうぞ宜しくお願い致します。

23年度、青年部小林会長の下で副会長を務めさ

せて頂くことになりました、生田です。

2年間まちづくりの委員長として、部員のみな

さまにこ迷惑をかけていた私が冨」会長という大役

を務められるか不安で|よ あり讀すが、お受けした

以上 |よ 、一生懸命させていただくつもりで|よ こざ

いますが、何分、経験もなく、未熟ものでこざい

ます。小林会長、中山、大月副会長、他部員のみ

なさまと協力し青年部を盛り上げていきたいと思

います。

どうか 1年間よろしくお願いします。

今年度、本委員会の委員長を務めさせて頂くこ

と に な り ま した。小 林 会 長 の ス ロ ー ガ ン

『Challenge to the future』 を軸に、委員会の基

本方針 『総会・役員会の円滑な運営を行い、商工

会議所だけで |よなく商工会等他団体の研修会への

積極的な参力0を行い、自己の革新にチャレンジし

地域経済人としての資質の向上を目指す。』を掲げ

ました。

メイン事業として経営革新塾の開講を行いま

す。先行き不透明な現状を打破するため、自ら現

状を把握し事業を革新し、 5年後の付力0価値額を

15%ア ップすることを目指します。

皆様の参力]なくして |よ この事業 |よ成り立ちませ

ん。新見市の経済の担い手として『未来に向かつ

て挑戦』しましょう。懸命に取り組みます。今年

一年よろしくお願いいたします。

今年度、まちづくり委員会の委員長を務めさせ

て頂くことになりました、伊田と申します。

委員会の主な活動内容は、地域のまちづくりの

イベント事業への企画・協力・参力0です。

生日副会長、小河副委員長、亀井副委員長のサ

ポー トを頂きながら、小林会長のスローガン

『「Cha lenge ttt the futurell」 未来に向かつて挑

戦』の精神で、会員メンバーとの輸を深め協力し

ながら地域の発展をめざしたいと思つています。

会員の皆様に力をかして頂くことが、多々ある

と思いますが、一生懸命に委員長の職務を金うし

ようと思つておりますので、どうぞ宜しくお願い

し讀す。
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本年度、小林会長、中山副会長のもと「絆」委

員会委員長を務めさせていただきます、田原 宰

です。堀江副委員長、岡本副委員長、委員会メン

バーー丸となつて、交流を通じて多くの人たちと

繋がりを持ち、多くの考え方、物事の捉え方をお

互いに研鑽しあいながら学ぶことにより、会員 FD3

や他団体、また会員の家族ともより深い 「絆」つ

くつていきたいと思つています。

前年度より続いている、会員同士の懇親会、他

の Y tt Gと の交流会、クリスマス家族会等をメイ

ン事業に置き、会員皆で一緒に考え行動に移し、
～
未来に向かつて挑戦

~し
ていきたいと思います。

渉外事業室の室長の田原隆盛です。一年間よろ

しくお願いいたします。

渉外事業室では会員へ全国大会・中国ブロック

大会など各種大会の参力0を B乎び掛け、多くの出会

いの場を提供できればと考えます。

また今年度は山岡直前会長が岡山県青年部連合

会の会長を務められるということで渉外事業室で

|よ全面的にバックアップし、曲岡会長を盛り立て

ていきます。

さらに私も県の総務委員長としヽう大役をいただ

き、こちらの方でも各単会の皆さんと協力しなが

ら様々な事業を成功に導いていこうと思います。

一期一会を大事にこの一年間頑張りますのでこ

指導のほどよろしくお願い申し上げます。

この度、小林会長のもと2011年度青年部監事及

び20周年準備室の室長を拝命いたし讀した力]谷で

す。一年間よろしくお願いします。

監事として |ま青年部活動が活発に行われるよう

助言、活動していきたいと思います。また、大役

である20周年準備室の室長につきまして |よ 、これ

から 1年を推卜けて室員の皆さんと協議しながら青

年部らしい会員のためになる記念式典、祝賀会、

記念事業とは何かを協議して来年度の設立20周年

の準備をしていきたいと思います。

一年間大変な年になりそうですが職務をまつと

うしたしヽと考えています。みなさんこ協力をお願

いします。

昨年度に引続き、監事をお引き受けすることと

なりました。昨年度は、これまでにない交流事業

が盛んに行われ、会員間のコミュニケーシ∃ンが

活性化されたものと感じています。

委員長・冨J委員長の任期が1年間という短い中、

各委員会が新しい事業に取り組むことに|よ 、大変

な苦労があることと思い讀すが、委員会メンバー

の濃厚なコミュニケーションにより、各事業が

『YEG (Young Entrepreneurs Groups)=若

き企業家集団』にとつて「魅力ある研鑽の場」、「本

業の活性化による地域貢献」となるものへとステ

ップアップしていくことを監事として期待し、見

守つて参りたいと思っています。

総会・定例会
蝙冬蠅麒畿辣鱚饂饉憑lmm骰腋|

平成23年 5月 23日 、新見商工会館 に於 いて ご来賓 として新 中会

頭、横山専務理事をお招きして、平成23年度新見商工会議所青年部

総会並びに定例会を行いました。

総会では平成22年度の事業報告並びに決算、平成23年度事業計画

並びに予算が承認され、平成23年度の活動がスター トしました。今

年度は小林会長のスローガン「Challenge tO the futurel～ 未来に向

かつて挑戦～」のもと、会員一丸 となって青年部活動に邁進 して行

きたいと思います。

また、定例会行事では、役員会・各委員会の報告を行い、今年度、

青年部が行 う予定の活動について会長及び各委員長よ り発表があり

ました。

その後の懇親会の席では東 日本大震災の義援金の募集、 自社のP
R、 活発な意見・情報交換等が行われ、和やかな内に開会 しました。
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平成23年度年間スケジュール

23年  8月 26日 0 中国ブロック会長会議 〈倉敷〉

8月 27日 0 中国ブ回ック大会 〈倉敷〉
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革新チャレンジ

委員会

副会長 大 月 勝 功

委員長 井 上 富 男

副委員長 勢 村  統

副委員長 長谷川宏治
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委員会

副会長 中 山 富 夫

委員長 田 原  宰

副委員長 岡 本 雄 太

副委員長 堀 江  裕
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まちづくり

委員会

副会長 生 田  務

委員長 伊 田 久 志

副委員長 亀 井 浩 司

副委員長 小 河 俊 文
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20周年準備室

室  長 加 谷 幸 登

副室長 中 川 大 祐

井 上 富 男

田 原   宰

伊 田 久 志

勢 村   統

長谷川 宏 治

岡 本 雄 太

堀 江   裕

亀 井 浩 司

小 河 俊 文
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渉外事業室

室  長 田 原 隆 盛

副室長 倉 脇 敏 弥

井 上 富 男

田 原   宰

伊 田 久 志

勢 村   統

長谷川 宏 治

岡 本 雄 太

堀 江   裕

亀 井 浩 司

小 河 俊 文
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が育まれてきました。今は田畑を耕 し種

を蒔 く季節です。

定例会・研修会・懇親会等で田畑を肥

や し、多 くの人と語 らう中で共に根付き

芽を出し成長 します。また、良い話も知

識を入れるだけでなく、行動 しなければ

実も結べません。実 りの秋、沢山の収穫

が出来るよう青年部活動への参加をよろ

しくお願 いします。 T・ I


